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ＪＲ連合自動車連絡会幹事会 

 

ＪＲ連合自動車連絡会は１月 27日の「第１回幹事会」において、国土交通省自動車局

との意見交換会を開催した。新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ウェブ会議シ

ステムを活用し、ＪＲ連合及び国土交通省から総勢 26名が出席した。 
  

 冒頭、挨拶に立った自動車連絡会の矢田尊弘代表幹事（ＪＲ西労組西バス地本執行委

員長）は、「ＪＲバス各社はコロナ禍の影響を受け、とりわけ高速バスや貸切バスの事業

が厳しい状況に置かれている。労使協議では解決できない政策課題も山積している」旨

を伝えるとともに、解決に向けた協力を要請した。 
 
 意見交換では、ＪＲ連合よ

り主要な政策課題である雇

用調整助成金の特例措置、公

租公課及び高速道路料金等

の負担軽減、収束後の需要喚

起策など「新型コロナウイル

ス感染症への対応」をはじ

め、「改善基準告示の見直し」、「安全・安心なバス事業の確立に向けた運賃設定や健康起

因事故防止への対応」、「バス運転者や整備士の人材確保・育成」、「路線バスの維持・活

性化及び利便性向上」について要望事項を説明し、国土交通省から政府の取り組みや考

え方について回答を受け、その後相互に意見交換を行った。 

 国土交通省からは、長時間労働の改善に向けた改善基準告示の見直しについて、厚生

労働省内の部会における議論について説明を受けたほか、「現場の声を反映させるべく、

部会に参画する交運労協を通じてさらに声を上げてほしい」との要請があった。また、

新型コロナへの対応についても「税制改正は実現しなかったが、予算や金融支援により

多くの支援を講じている」旨の考えが示された。 

また自動車連絡会からは、安全確保の観点に立った高速バスの運賃設定に対するチェ

ック強化や、高騰する燃料費の負担増加に対する財政支援の必要性、健康起因事故を防

止するための脳・心疾患、睡眠時無呼吸症候群の検査等に対する補助制度の必要性等に

ついても提起を行い、政策課題に関する認識の共有を図った。 
 

ＪＲ連合は今後も自動車連絡会を中心に、関係省庁及び交運労協とさらなる連携の強

化を図り、ＪＲバス産業が抱える様々な政策課題の解決に向け取り組んでいく。 


